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成長産業振興室　　産業創造課

　　　管理グループ

　　　戦略企画グループ

　　　次世代モビリティグループ

　　　グリーンビジネスグループ




管理グループ

１　室の庶務、連絡調整
室の一般庶務事項を掌理するとともに、室内の連絡調整に関する事務を実施した。


戦略企画グループ

１　室の企画、連絡調整
成長産業振興室施策に関し、室内の連絡調整に関する事務を実施した。

２　SDGsビジネス創出支援事業
府内企業が本業として取り組むSDGsビジネスを支援するために、自社でまかなえない技術や資金の提供等を行う企業、金融機関、投資家、大学等の「サポーター」、協業先の企業となる「共創パートナー」とのビジネスマッチングの場を提供し、継続的な伴走支援を実施した。
事業化着手実績：24件（目標：20件）

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	3,119
	3,119
	3,119

	決算額（千円）
	3,102
	3,112
	3,083



３　科学技術の振興
大阪における創造的科学技術の振興を図り、明日の人類社会に貢献することを目的とする顕彰制度「大阪科学賞」について、大阪市、一般財団法人大阪科学技術センターとの共催により実施した。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	1,150
	1,150
	1,150

	決算額（千円）
	1,150
	1,150
	1,150




次世代モビリティグループ

１　空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市推進事業
「大阪版ロードマップ」に基づき、離着陸場などのインフラ整備や、社会受容性の向上に向けた取組みを実施するとともに、離着陸場等の拠点整備や実証実験などの民間主体の各種取組みを支援した。

・社会受容性の向上に資するシンポジウムの開催：357名（来場者数）
・空飛ぶクルマ専用離着陸場等拠点整備事業補助金交付　１件
・空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市事業補助金交付：８件

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	155,388
	125,125
	20,000

	決算額（千円）
	 65,409
	119,248
	13,577




グリーンビジネスグループ

１　エネルギー産業創出促進事業　
蓄電池、水素・燃料電池、再生可能エネルギー等の新たな用途・市場開拓に向けて、府内中小企業等の研究開発及びエネルギー産業に密接な関わりがあるAI、IoT等のデジタル技術に関連する先端技術の実証実験の取組みを資金面から支援した。
・補助金交付：7企業

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	22,145
	24,689
	29,675

	決算額（千円）
	20,937
	21,648
	28,048



２　中小企業スマートエネルギービジネス拡大事業
　　大手・中堅企業の技術ニーズと中小企業の技術シーズのマッチングの機会を設ける等、エネルギー関連分野における参入促進、ビジネスチャンスの創出・拡大に向けて取り組んだ。
・ビジネスマッチング・支援セミナーの参加人数：593名
・マッチング件数：129件

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	2,261
	2,283
	2,283

	決算額（千円）
	1,282
	1,892
	1,166



３　エネルギービジネス推進事業
蓄電池、水素・燃料電池、海外ビジネス、再生可能エネルギーの専門人材らの知的・人的資産等を活用し、国や業界団体、支援機関等とも連携しながら、連携企業のさらなる発展及び新規事業化への果敢な取組みに対する支援を行った。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	5,229
	5,026
	10,168

	決算額（千円）
	4,559
	3,873
	 8,358



４　水素関連ビジネス創出基盤形成事業
水素関連事業の今後の取組みの方向性を示す「H2Osakaビジョン」に基づき、産学官プラットフォーム「H2Osakaビジョン推進会議」を運営した。
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	276
	277
	278

	決算額（千円）
	149
	126
	 58




５　バイオプラスチックビジネス等推進事業
脱炭素や海洋プラスチックごみ問題の解決に寄与する、バイオプラスチック製品のビジネス化に挑戦する府内中小企業の取組みを、万博の機会も活用して加速させるため、ビジネス化に向けたマッチング支援や製品開発支援を実施した。
・製品開発プロジェクト組成支援件数：10件
・補助金交付：5事業

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	36,788
	24,120
	9,083

	決算額（千円）
	33,685
	24,113
	5,648



６　カーボンニュートラル技術開発・実証事業費補助金　
万博における、カーボンニュートラルに資する最先端技術の実証・実装を目指し、試作設計や開発・実証を行う事業者に対し、必要な経費の一部を補助し、支援した。
・補助金交付：13事業

	
	令和５年度
	令和４年度

	予算額（千円）
	800,148
	466,313

	決算額（千円）
	744,812
	282,296





成長産業振興室　　国際ビジネス・スタートアップ支援課

　　　スタートアップ拠点形成グループ

　　　グローバルビジネスグループ


スタートアップ拠点形成グループ　

１　国家戦略特区等に関するプロモーション活動の展開
国家戦略特区等のメリットや大阪の投資魅力を府内外に広く発信するセミナーを開催する等、プロモーション活動を実施した。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	3,142
	3,142
	2,842

	決算額（千円）
	2,738
	2,679
	1,605



２　産業立地賃貸事業
「テクノステージ和泉」及び「津田サイエンスヒルズ」の事業用土地を定期借地方式により中小企業に対して貸し付けた。（事業期間　平成25年3月29日～最長令和23年3月31日）
公正証書の規定に基づき、賃貸借契約期間中に、土地の買取りを希望する借主に対し売買契約を締結した。
　(1) 「テクノステージ和泉」
・場所：和泉市テクノステージ3丁目
・面積等：12,361.57㎡（2社2区画） 
　(2) 「津田サイエンスヒルズ」
・場所：枚方市津田山手2丁目
・面積等：20,756.03㎡（1社1区画）

（貸付料収入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	テクノステージ和泉
	33,936
	48,960
	74,104

	津田サイエンスヒルズ
	46,433
	47,624
	47,485

	計
	80,369
	96,584
	121,589


（土地売却収入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	テクノステージ和泉
	256,570
（1区画、4,517.09㎡）
	164,626
（1区画、
3,129.78㎡）
	644,865
（4区画、
12,447.08㎡）

	津田サイエンスヒルズ
	684,770
（1区画、
9,203.90㎡）
	0
	0

	計
	941,340
	164,626
	644,865




３　泉佐野丘陵部府有地管理事業
当該府有地の維持管理を実施し、その一部の民間施設導入用地において、民間事業者による太陽光発電事業が実施された。

（貸付料収入）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	1,540
	1,540
	1,556

	決算額（千円）
	1,540
	1,540
	1,556



４　産業立地促進事業
　　グローバルビジネスグループ及び中小企業支援室ものづくり支援課へそれぞれ移管。
　　　グローバルビジネスグループ　　８　産業立地促進事業
　　　中小企業支援室ものづくり支援課

５　スタートアップ・エコシステム拠点都市構築事業
　　※令和３年度より大阪産業局へ移管（大阪府中小企業支援交付金）

６　大阪起業家グローイングアップ事業
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	5,421　
	5,093
	10,421

	決算額（千円）
	4,644　
	4,092
	4,055


※令和３年度より、ビジネスプランコンテスト等、一部事業を大阪産業局へ移管
（大阪府中小企業支援交付金）

　(1) 令和５年度ビジネスプランコンテスト受賞者６者に対して補助金を交付
（1,000千円（上限）／年×２者、500千円（上限）／年×４者・１年間）
　(2) 事業を効果的に実施するため、大阪府内創業支援機関ネットワーク会議の開催と、
Osaka起業家応援メールマガジンの配信を行った。
令和３年度メールマガジン登録件数：2,491件

７　若手人材等機運醸成事業
　　※令和３年度より大阪産業局へ移管（大阪府中小企業支援交付金）

８　成長志向創業者支援事業
　　※令和３年度より大阪産業局へ移管（大阪府中小企業支援交付金）

９　海外スタートアップ誘致・定着強化事業
　　新事業創出オープンイノベーション促進事業（～令和３年度）を本事業へ再編
　　※大阪産業局において実施（大阪府中小企業支援交付金）

10　グローバルスタートアップ成長支援事業
　　将来の大阪経済をけん引するような規模拡大型スタートアップ輩出に向けて、スタートアップの海外進出モデルを創出し、支援手法のレベルアップを図った。
	
	令和５年度

	予算額（千円）
	30,519

	決算額（千円）
	30,476




グローバルビジネスグループ　

１　外国企業誘致活動の推進
府・大阪市・大阪商工会議所の三者で設置した「大阪外国企業誘致センター（O-BIC）」を通じ、外国企業への情報提供、各種サービスの提供などのプロモーション活動を行った。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	7,220
	7,220
	7,220

	決算額（千円）
	6,006
	6,277
	5,932



※ O-BICの運営母体である大阪対外ビジネス・プロモーション協議会に対して支出

２　先端産業分野の国際ビジネス交流の促進
大阪が強みを持つ先端産業分野において、独立行政法人日本貿易振興機構大阪本部と共同で、海外で開催される国際見本市での出展支援や、大阪へ投資意欲のある海外企業との商談会を行うことにより、大阪企業の海外ビジネス展開に資する商談機会を提供するとともに、大阪への先端産業分野での投資を促進した。

国際医療機器技術・部品展「COMPAMED2023」への出展
	・日程：令和５年11月13日～11月16日
	・会場：ドイツ　デュッセルドルフ見本市会場
	・出展企業：４社
	・商談件数：108件

（負担金）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	10,973
	10,973
	10,973

	決算額（千円）
	9,819
	10,244
	10,973



３　輸出手形損失てん補
政府の輸出手形保険の追加補償制度として実施した輸出手形金額の15％（大阪市内の
業者の場合は7.5％）の損失てん補の回収金を収納した。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	回収金額（千円）
	1,626
	1,613
	1,483


根拠法令：貿易保険法、大阪府輸出手形損失てん補規則


４　国際ビジネス支援事業の運営支援
　(1) 上海事務所での企業支援
公益財団法人大阪産業局とともに、上海に海外事務所を設置し、地域の経済情報の収集・提供、進出企業支援、相談会や経済セミナーの実施、現地企業との商談支援など、府内中小企業の海外ビジネス支援を実施した。
令和３年度より、事業費の一部を「大阪府中小企業支援交付金」として商工労働総務課において交付。同財団における事業の実施にあたり、協議・調整を行うことで、同財団の国際ビジネス支援機能の強化に努めた。

（負担金）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	　　27,165
	　　22,318
	　　 21,415

	決算額（千円）
	　　21,389
	　　19,847
	　　 21,415



　(2) 大阪ビジネスサポートデスクの運営
公益財団法人大阪産業局において、海外各都市の日系企業に委託して「ビジネスサポートデスク」を５地域に設置し、府内中小企業等の海外ビジネス支援を実施した。
令和３年度より、事業費を「大阪府中小企業支援交付金」として商工労働総務課において交付。同財団における事業の実施にあたり、協議・調整を行うことで、同財団の国際ビジネス支援機能の強化に努めた。
設置地域：インド、インドネシア、タイ、ベトナム、ミャンマー




５　独立行政法人日本貿易振興機構大阪本部への助成
　(1) 海外環境ビジネスプラットフォーム事業補助金
　　　水素・燃電池、蓄電池分野及び新エネ・省エネ・脱炭素分野について海外のバイヤーと府内中小企業との商談会開催に係る事業へ補助し支援した。
・令和５年９月27日～令和５年９月29日（中国、ドイツ）
令和５年12月７日～令和５年12月８日（米国）
令和６年１月24日～令和６年１月25日（英国）
令和６年３月14日～令和６年３月15日（マレーシア）
・場所：ジェトロ大阪本部及び各参加企業
　　　・バイヤー数：８社（ドイツ、英国、中国、米国、マレーシアの５ヶ国）
　　　・支援企業数：15社
　　　・商談件数：43件

（補助金）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	4,275
	4,275
	4,275

	決算額（千円）
	3,607
	3,782
	4,247



　(2) 貿易投資相談事業補助金
府内企業の貿易や投資を推進するための府内企業の特性に応じた貿易投資相談事業へ補助し支援した。

（補助金）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	4,298
	4,298
	4,298

	決算額（千円）
	4,298
	4,298
	4,298




６　海外との事業者間交流の促進
　(1) 海外トッププロモーション
　　　インドとの経済交流の強化等を図ることを目的とした次年度以降のトッププロモーションの実施に向け、チェンナイ及びベンガルールを訪問し、大阪産業や大阪・関西万博のプロモーションを実施。また、大阪へのインド人材よびこみを目的として、現地の関係機関を訪問した。

　　　・日　　程：令和６年１月６日～10日 
　　　・訪問都市：インド（チェンナイ・ベンガルール） 


　　　・内　　容：
(1) タミル・ナドゥ州政府から招待を受けた大型投資イベントへの参加
（於：チェンナイ）
(2) 現地大学及び人材送り出し機関等の訪問

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	6,217
	7,804
	6,217

	決算額（千円）
	3,255
	8,189
	1,011



　(2) 有望市場販路開拓促進
　　　公益財団法人大阪産業局において、アジアにおいて消費ニーズのある分野を中心に、府内中小企業の海外販路開拓を図ることを目的に、インドネシア・ジャカルタで開催された「MANUFACTURING INDONESIA 2023」にてブース出展を行った。
　　　令和３年度より、事業費を「大阪府中小企業支援交付金」として商工労働総務課において交付。同財団における事業の実施にあたり、協議・調整を行うことで、同財団の国際ビジネス支援機能の強化に努めた。


７　海外駐在（派遣）予定者等の研修
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	390
	　　　－
	        390

	決算額（千円）
	80
	　　　－
	        381

	派　　遣　　先
	1箇所
	－
	2箇所


海外駐在（派遣）予定者を語学研修等に派遣。
※令和4年度は新規派遣者なし。

８　産業立地促進事業 
  企業立地促進補助金（外資系企業等進出促進補助金）
対日投資を促進し、大阪産業の高度化及び活性化を図るため、府内に本社機能を設置する外資系企業等に対し、投資額等の一部を補助し支援した。
　　（対象事業者）
　　　　府内において、本社を設置する外資系企業等
　　（補助対象、補助率、限度額）
・家屋取得の場合、家屋及び償却資産の5％、
常用雇用者等数に応じ、最大限度額1億円
・家屋賃借の場合、家屋賃料等の1/3、
常用雇用者等数に応じ、最大限度額6千万円
（補助金）
	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	15,000
	10,000
	13,458

	決算額（千円）
	15,000　
	10,000
	13,458





成長産業振興室　　ライフサイエンス産業課

　　　連携促進グループ・未来医療推進グループ

連携促進グループ・未来医療推進グループ

１　大阪ライフサイエンス推進事業の実施
　(1) 海外ビジネス展開等支援事業
　　　国際ライフサイエンス関連イベントへの出展等により、国内及び海外クラスターとの交流・連携を推進した。
また、ライフサイエンス分野における中小・ベンチャー企業のグローバル展開を支援するため、海外企業とのパートナリングイベント等を開催した。

　　○BioJapanへの出展
　　　・主　催　　BioJapan組織委員会
株式会社JTBコミュニケーションデザイン
　　　・日　程　　令和5年10月11～13日
　　　・場　所　　パシフィコ横浜
　　　・効　果　　①府のPR
ブース来場者数：520名
面談件数　　　：18件
②中小・ベンチャー企業支援
出展企業　　　：３社
総面談件数　　：70件

　　○日欧バイオテック＆ファーマ　パートナリングカンファレンス
　　　・主　催　　大阪府、日欧産業協力センター、エンタープライズ・ヨーロッパ・ネットワーク
　　　・日　程　　令和5年10月10日
　　　　　　　　　（オンライン面談　令和5年9月25日～29日）
　　　・場　所　　ホテル阪急インターナショナル
　　　・参加者等　日本企業･団体45社、欧州企業･団体19カ国80社
　　　　　　　　　面談数218件
　　　・関連セミナー　4件

　　○Osaka Biotech & Pharma Networking Event
　　　・主　催　　大阪府
　　　・日　程　　令和5年11月22日～12月5日
　　　・場　所　　オンライン
　　　・参加者等　日本企業･団体19社、海外企業･団体5カ国61社


　　○海外見本市への参加
　　　①BIO International 2023
・日程　　令和5年6月5日～8日
・場所　　アメリカ・ボストン
・面談数　47件
　　　②Bio Europe 2023
・日程　　令和5年11月6日～8日
・場所　　ドイツ・ミュンヘン
・面談数　30件

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	20,731
	15,887
	12,737

	決算額（千円）
	19,667
	15,087
	12,160



　(2) 特区の推進
　　①関西イノベーション国際戦略総合特区
ライフサイエンス分野については、令和6年3月までに計41案件の計画認定を受け、法令等に基づく報告を行った。

　　②関西圏国家戦略特区
ライフサイエンス分野については、令和6年3月までに計7事業の計画認定を受け、法令等に基づく報告を行った。

[bookmark: _Hlk169597564]　(3) 大阪バイオ・ヘッドクオーター事務局の運営
　　大阪のライフサイエンス産業の発展をめざし、WEBによる国内外への情報発信やメールマガジン配信を行うヘッドクオーター事務局業務を遂行した。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	13,672　
	12,555
	12,555

	決算額（千円）
	12,688
	11,623
	10,397





２　北大阪健康医療都市（健都）形成推進事業の実施
　(1) 健都クラスター推進協議会運営事業
　　　国立循環器病研究センターとその周辺を健康・医療の拠点とすることをめざし、関係機関の実務者による協議会を運営するとともに、広報活動や2025年大阪・関西万博の連携事業実施に関する意見交換及び役割分担の整理を行った。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	804
	904
	804

	決算額（千円）
	455
	467
	358



　(2) 【新規】健都“未来社会の実験場”化に向けた調査検討事業
　　　大阪・関西万博の開催を機に、健都での実証事業を希望する企業の発掘及び機運醸成を図るため、健都における一般公開イベントへのブース出展及び社会実装の促進をテーマとする講演会を実施した。

	
	令和５年度

	予算額（千円）
	1,550

	決算額（千円）
	1,499



　(3) 国立健康・栄養研究所設備補助金
国立健康・栄養研究所の移転に伴い、産学官連携の拠点にふさわしい先端設備等の導入に要する費用の補助を行った。

	
	令和５年度
	令和４年度

	予算額（千円）
	120,000
	80,000

	決算額（千円）
	120,000
	80,000





３　彩都の拠点性の維持・向上
　(1) 彩都バイオベンチャー設備費補助事業
　　　彩都へのバイオベンチャーの集積を図るため、彩都に立地する3棟のバイオインキュベーション施設に入居するバイオベンチャーが研究開発を行うために導入した設備に対し補助を行った。

	

	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	5,673
	4,885
	6,998

	決算額（千円）
	3,673
	2,895
	5,959



　(2) 彩都バイオイノベーションセンター運営事業費補助事業
　　　府及び茨木市の要請により独立行政法人中小企業基盤整備機構が整備、開設した「彩都バイオイノベーションセンター」の安定的な運営と入居者支援機能を確保することを目的に、同施設の運営者に対し補助を行った。

	

	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	16,928
	23,884
	23,884

	決算額（千円）
	16,928
	23,884
	23,884



４　ライフサイエンススタートアップ・エコシステムの構築
　(1) ライフサイエンススタートアップ・エコシステム構築推進事業
　　　彩都・健都・Nakanoshima Qrossの3拠点が連携したライフサイエンス分野におけるスタートアップエコシステムの構築に向け、今後の円滑な連携を行うための連絡体制のあり方や運営方法について調査を行うとともに、関係者による協議会を開催した。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	9,723　
	5,744
	5,737

	決算額（千円）
	9,125
	5,695
	5,502



　(2) 【新規】ライフサイエンス産業振興事業
　　　兵庫県・神戸市と連携し、若手研究者の事業化意欲の醸成や研究成果の事業化促進するため、研究者の事業化意欲醸成のための勉強会及び発表会、研究機関（理研BDR及び国循）と事業者のマッチングイベントを開催した。

	
	令和５年度

	予算額（千円）
	6,403

	決算額（千円）
	6,403





５　医薬品医療機器総合機構（PMDA）関西支部支援体制確立事業
　　医薬品・医療機器等の早期実用化に関する大阪・関西の大学・研究機関、企業における取組みを支援するため、開発初期から高度・専門的な各種相談を実施するPMDA関西支部の利用促進を図った。

	
	令和５年度
	令和４年度
	令和３年度

	予算額（千円）
	1,680
	1,260
	7,525

	決算額（千円）
	700
	560
	700



６　再生医療万博連携推進事業（再生医療情報発信事業）
　　大阪・関西万博をインパクトに、万博のテーマと親和性の高い大阪・関西の再生医療等のポテンシャルを国内外に発信するため、令和４年度に策定した包括的な計画に基づき、コンテンツ制作に加え、報道機関を対象とした勉強会や患者・家族・その他府民への理解促進イベントを開催した。

	
	令和５年度
	令和４年度

	予算額（千円）
	13,734
	29,099

	決算額（千円）
	13,652
	29,098



７　【新規】再生医療産業化推進事業（再生医療産業化拠点活用事業）
　　再生医療の産業化を万博の機を捉えて強力に推進するため、Nakanoshima Qrossに公的機能として「交流・共創・発信」の場を整備し活用する。本事業は令和５年度から６年度にわたる２カ年事業であるが、全額を債務負担行為として設定しているため、０円で交付確定を行った。
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